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１学期の終わりに当たり，落とし物のコーナーを整理しようと考え，落とし物を長机

に広げて，子どもたちに自分が落とした物がないか確かめさせました。学級ＰＴＡの際

は保護者の皆様にも確認していただきました。いくつかは落とし主が現れたようですが，

まだまだ机の上にはたくさん残っています。十分使える物ばかりでとてももったいなく

思います。特にマスクの落とし物については，手作りのものもあり，あのマスク不足の

時期に子どもをコロナから守りたいと心を込めて手作りされた方々の気持ちを思うと，

残念でなりません。

なぜ，落とし主が現れないのでしょうか。自分の物を失くしても，すぐに代わりの物

や新しい物が与えられるなど，無くて困る状況がないのかもしれません。これでは物を

大切にしようとする気持ちが育つのか心配です。

いつまでも落とし主が現れない落とし物には，まず記名がされていません。記名され

ていてもフルネームでない物が多いです。校内に落ちていた物で学年組とフルネームが

書かれていれば間違いなく落とし主に届きます。落とし主は，落とした物を使うのをあ

きらめることなく，最後まで「使い切る」ことができるのです。「使い切る」というこ

とは，物を大切に使ったという証であり，一生懸命働いたお金で買い与えた保護者に

とっても大変うれしいことであると思います。また，地球規模に視野を広げると，限り

ある資源を大切に使うことになり，全世界で取り組んでいるＳＤＧｓ12番目の目標「つ

くる責任 つかう責任」に大きく貢献していることにもなります。

「自分の物には自分の名前を書く。」「使い切る。」ことについて御家庭でも話題に

していただき，子どもと一緒に考えてください。２学期は，すべての子どもの持ち物に

学年組と記名がなされた状態でスタートできるよう夏休み中に確認し，準備してくださ

るようよろしくお願いします。

さて，いよいよ夏休みです。子どもたちを４２日間御家庭へ

お返しします。健康や安全に気を付けて，楽しい夏休みになる

ことを祈っています。

本校のＡＥＤ（自動体外式除細動器）は体育館入り口に設置して
あります。電源を入れると自動で音声ガイドが流れ，それに従って
操作をすればどなたでも御使用になれます。

〔主な落とし物〕

マスク，ハンドタオル，靴下，鉛筆，消しゴム，とび縄

〔なぜ落とし主が現れないのか不思議に思う物〕

標準服上着，上履き，水泳帽子，水泳用ゴーグル



令和３年８月の行事予定

※ 計画的に休暇を取得しやすくして，
学校職員の健康の保持・増進、心身の
リフレッシュを図ることを目的として，
８月13日～15日を学校閉庁といたし
ます。事務室業務等を行わず，学校施
設も原則として開放いたしません。御
理解と御協力をお願いいたします。

６月２４日（木）に第１回学校保健委
員会が行われました。各学級の保健部員
と学校医の先生方も出席していただきま
した。本年度のテーマは「健康で安全な
生活を送るため主体的に行動できる子ど
もの育成～学校・家庭が連携した基本的
生活習慣の定着をめざして（メディアと
の付き合い方を中心に）～」です。

日 曜 行 事 名

5 木 校納金引落し日

９ 月 （祝）山の日

13～15 学校閉庁日

2０ 金 出校日

22 日 ＰＴＡ愛校作業

日頃から各御家庭では感染症対策を徹底
していただいているところですが，夏季休
業中は人の移動や交流が活発になることか
ら感染拡大が懸念されます。夏季休業中も
下記の点に留意しながら日常生活を送るよ
う各御家庭で努めてくださるようお願いし
ます。
・ 身体全体の抵抗力を高めるため，適度
な運動，バランスの取れた食事，休養及
び睡眠の調和のとれた生活を継続するこ
と。

・ 咳エチケットや手洗いなどの基本的な
感染症対策を徹底するとともに，３つの
密（密閉，密集，密接）を避ける等の予
防対策を徹底すること。

・ 発熱等の風邪症状がある場合には外出
を控え，自宅で休養すること。
・ 食事の前後の手洗いを徹底するととも
に，外食の際には大声での会話を控える，
会食後の歓談時にはマスクを着用するな
どの対応を行うこと。
・ 感染拡大地域については，不要不急の
往来を自粛するとともに，不要不急でな
い場合も慎重に判断すること。
※ 御家族，児童がPCR検査を受けるこ
とになった場合は，学校にも連絡してく
ださい。

７月８日（木）に，４年生が社会科の学
習の一環として，かごしま環境未来館の職
員を講師に招き，３R（リデュース，リ
ユース，リサイクル）を心がけ，ごみをで
きるだけ減らし，正しく分別して捨てるこ
とが，環境を守っていくことにつながると
いうことを学びました。

６月２９日（火）に５年生（150人）
が，鹿児島市立少年自然の家で野外学習
を行いました。例年ならば，２泊３日の
集団宿泊学習を行うのですが，今年度も
新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め，日帰りの野外活動となりました。子
どもたちは，自然の家の先生方に教わり
ながら班ごとに協力し，野外炊飯（カ
レー作り）を行いました。自然の中で，
薪を使って火加減を調整しながら飯盒で
ご飯を炊いたり，野菜を切って鍋でカ
レーを作ったりする活動を通して，子ど
もたちは互いによさを認め合ったり公共
の場においての約束やマナーを守る大切
さを学んだりすることができました。

令和３年度 学校医
内科医 樋之口 洋一，古川 勉
眼科医 辻 正敏
歯科医 河部 暢彦，瀬戸口 尚志
耳鼻科医 吉福 孝介
薬剤師 溝口 昭一

７月８日（木）に，ＰＴＡ研修部が家庭
教育学級を行いました。ケアカウンセリン
グサロン「LEGAMI」の上別府さんから，
皮膚の基礎的な整理機能や紫外線が肌にど
のような影響を与えるのかを教えていただ
きました。子どもは代謝がいいので，高校
生ぐらいまでは洗顔と化粧水だけで十分と
いうことでした。

水難事故防止運動強調期間
７/２１～８/３１


